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★「原発ゼロ社会」と「平和な長寿社会」がわれわれの誇りに 

猪瀬直樹都知事の辞任を受けて行なわれた２月９日（日）の東京都知事選。

８日が２０年ぶりの大雪、９日に雪を踏んで投票にいった有権者は４６・

１４％、前回の６２・６０％を大幅に下回った。１６人が立候補し、「殿ご

乱心」と陰口をたたかれるのを承知で細川護煕元首相が立った。細川さんは小泉元首相の

「原発ゼロ」の支援を受けて、両首相は寒風にさらされながら街頭に立ち、日本の将来像

を掲げて訴えた。勝手連として多くの文化人が個別に支持したが、われわれもシニア・ジ

ャーナリスト勝手連として、都民が安心して暮らせる首都であってほしいとの願いから別

添のような緊急提案を届けた。 

細川候補の勝利には、２０２０年の「オリンピック・パラリンピック」とともに、２０

１９年の「国際高齢者年２０年」と２０２２年の「高齢社会に関する世界会議」（１９８２

年ウイーン、２００２年マドリッド）というふたつの高齢社会にかんする“東京招致”に

も、そのリーダーとして実現をめざしてほしかったからである。 

 オリンピック開催都市として各区で５００人を越える「孤独死」がつづくようなまち

であってはならない。わが国は世界最速で高齢化が進んでいる。首都東京はその対策を成

功例として世界に示すべき役割をもつからである。 

 

冬山如睡。 

各地各界の敬愛する高齢者のみなさんに呼びかけています。 

◎「アベノミクス」の恩恵は高齢者にはとどかない。 

◎安倍政権下では格差がひろがって高齢者への敬意が薄れていく。 

◎２０１４年は「団塊の世代(７００万人）」すべてが高齢者の仲間入りをする。 

４人にひとり・２５％・３２００万人に達した高齢者（６５歳以上）が 

・生活圏で新たな「モノ・居場所・しくみ」をつくりながら存在感を示すこと。 

・地域・平和・民主主義のもとで「長寿社会（平和の証）」の達成にむかうこと。 

・国防軍ではなく国民運動として地域を愛し国を守る姿を示すこと。 

それなら隣国から非難を受けるどころか敬意を受けることになるでしょう。 

◎上の趣旨にご賛同いただき、お仲間に、とくに「団塊の世代」のみんなに 

「丈風」の転送をお願いいたします。ｅ―ｍａｉｌの力を信頼しつつ。 

 

 失礼があればお恕しください。 
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★一人ひとりが長寿を喜べる「日本長寿社会」の達成とアジアに住む

だれもが等しく豊かさを享受する「アジアの共生」は、ともに平和の

証であり日本高齢者の課題であり本誌の目標です。（編集人 記） 
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